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要棺がみつかった様子

1．饗棺とは
鯉0号う

弥ﾉ|：時代（約2400ｲｌｉ～1800ｲ|そ前）の北部ﾉI』州では、死者を大きな１２器の中におさめ、埋葬する
かめカハ

風押がありました。これに使われたﾉくきな|を器を「鈍棺」と呼びます。
ロつ

｜倉の写典は、辿跡から郷W(が発兄された様ｆです。２つの大きな上器の口を合わせて、その縦ぎ
み-』ぷう

'１を粘'２で密封している11がわかります。この土器の大きさは約80ｃｍですので、２つ合わせて

160ｃｍ、ちょうど人間の身腿とIIilじくらいです。謹柏のIlIには、１つで150ｃｍ近い大きさの土器も

あり、2000年前の技術の,１．膳には蝋かされます。

2．要棺の誕生と形のいろいろ

ところで、幾柿はいつから作られるようになったのでしょうか。

今から約2400年前、！'ﾘI鮮半M&から稲作や金脱器など新しい文化が伝わり、弥生時代がはじまり

ました。弧椋も弥生時代の開始とともに誕生しましたが、時間がたつにつれ、形や大きさを次々に

変化させていきました。

奥のページの似１１を兄てください。

いろいろな形、大きさの幾W{が並んでいます。左から右に向かって時代が新しくなるのですが、

どこが変わっていくかわかるでしょうか。
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弥生時代

前期”2200予im1／中蝿“2.09蒙緬／後期

図１謹棺の移りかわり（縮尺１/５０）

考占学の専門家は、こうした形の違いで、謹椛の作られたイド

代がわかるのです。

3．妻棺の広がりと市内の遺跡

こうした謹杭は、’1本'|Iどこでもみつかるわけではありませ

ん。北部九州とくに福岡平野や佐蛍平野といった地域でたくさ

ん見つかっており、計20000｣,Lを超えるといわれています。

大野城市内でも似ｌ２のように多くの遺跡で拠納が発兄されて
心かでFDお り、ぞの こくＬ篭：

います。’|』でも、中・寺尾遺跡や森Il逆跡、イi勺遺跡ではたく

さんの誕棺が見つかっており、特に注||される辿跡といえます。

4．妻棺から何がわかる？
辻づけんどうｉｆ人 上４８だ＆【足たと

謹棺を発掘すると、不i剣や銅剣といった武器、勾l§や椿I§や
号うしＺ：卦んとり酔う

貝輪といった装飾品や鋼鏡、さらに人'汁が'111ﾆすることもあり

ます。

当時、武器や装飾品を伴って葬られる人には地位や惟力があ

ったと考えられていますし、そのIiIli物を調べれば、弥ﾉﾋ時代の図２姿棺のみつかった主な遺跡
技術力や交易の様子を知ることができます。また人‘汁を洲くれば、性別や死亡年齢、体系や顔つき

までがわかり、弥生人の姿が浮かんでくるのです。

このように謹棺は、弥生時代の生活の様子を現代に伝える「タイムカプセル」といえるのです。

発掘調査の様子 饗棺からみつかった管玉
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